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	 KEK・物構研・構造物性研究センターでは、量子ビーム（放射光・中性子・ミュ
オン）を相補的に利用した構造物性研究を推進している。本センターの中の強相関電

子系グループでは、「分子性結晶における構造の外場応答と相制御」（プロジェクトリ

ーダー：熊井玲児）をプロジェクトに掲げ、他大学・他研究所の多くの研究者と共同

して研究を進めている。本講演では、このプロジェクトの中から下記の２つの研究成

果および最近の研究進捗状況を報告する。 
	 １．有機強誘電体の構造解析による分極起源の解明 
	 分子性結晶を材料とする強誘電体の開発は、今後の有機エレクトロニクスの発展を

考える上で、極めて重要な課題である。近年、酸と塩基の 2種類の分子の配列により、
いくつかの結晶が強誘電性を示すことが分かってきた。このような強誘電体の中には、

水素結合あるいはプロトンダイナミックスが強誘電性の起源になっているものがあ

る。ここでは、その最初の例であるフェナジンとアニル酸からなる結晶における、ハ

ロゲン種置換や温度・圧力変化による構造相転移について述べ、各相における強誘電

性の起源について議論し、今後の強誘電体設計指針について考察する。 
	 ２．電荷秩序分子性物質における電場誘起相の探索 
	 最近、低電場で非線形伝導が観測される、電荷秩序系分子性結晶の電場応答が精力

的に研究され、自己発信の有機サイリスタや電荷秩序の集団励起などが注目を集めて

いる。ここでは、電荷秩序を形成するβ-(BEDT-TTF)2PF6 において、電場印加時の

みに現れる新規な低抵抗相に注目して、その構造解析の結果を報告する。また、β

-(meso-DMBEDT-TTF)2PF6において発見された電場誘起準安定相の構造解析に向け

て、その準備状況を紹介し、電場誘起新量子物質相の構造解明の試みを報告する。 
	 最後に、物質合成−構造・物性評価−理論の研究ネットワークの中での、放射光・中

性子・ミュオンの相補的利用による構造評価の役割を考えたい。 
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